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GEONET点
全国約1,300地点

GAMIT/GLOBKプログラ
ムを用いたGEONET全点
連日自動解析システム

(島田ほか(2008),請井ほか(2018)など)

2008年4月からの
日毎の座標データを蓄積

JISLaDとは

ITRF2005      (Apr.2008～Oct.2011)
ITRF2008      (Oct.2011～May 2017)
ITRF2014      (May 2017～)

IGS点28点

2



JISLaDの特長（国土地理院のF3解、R3解との違い）

• GAMIT/GLOBKを用いている。鹿大中尾教授のもとで同じ条
件でBerneseで解析し，結果をチェック。（明日の講演59）

• 国土地理院の解析はITRF2005座標。JISLaDでは、できるだ
け速やかに新しいITRF座標系に移行。IGS点28点使用。

• 国土地理院の解析はクラスター方式。JISLaDでは，国土全
体の観測点を39の地域ごとの数点が重なるブロックに分けて
GAMITで解析し，GLOBKで各ブロックの計算結果を統合。

国土地理院

松村（2018）
3



地盤情報システム

2008年4月以降の日毎の座標データを蓄積

・基線長の変化
・面積ひずみの変化 地殻変動の監視に利用

平成28年9月23日
商標登録
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地盤変動の監視
菱形のポリゴンや三角網毎に、辺長や面積の一定期間の変
動量を計算。

地盤変動の監視：各値が設定したしきい値を超えたら、図
に発色させて警報を出す。

結果をメールマガジンやホームページで公表。
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2011年4月11日福島県浜通りの
地震（Ｍ7.0）による地殻変動



ダイナミック座標管理への応用

自動運転地図（ダイナミックマップ）
への活用



• 科学技術イノベーション総合戦略及び日本再興戦略において、総合科学技術
会議が司令塔機能を発揮し、科学技術イノベーションを実現するため創設。

• 府省・分野を超えた横断型のプログラムであり、総合科学技術会議が課題を特
定し、予算を重点配分するもの。

第2期

第1期、第2期ともに自動走行が課題
となっている
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SIP自動走行システムでは、変動するものは、交通規制や交通事
故や道路工事等であり、地殻変動はあまり議論されていない。 8

自動走行システ
ムには高度な
・自己位置推定
・周辺環境認知
が重要

ダイナミック
マップ



2011年東北地方太平洋地震後

(Jan. 2013～June 2015)
東北地方

10～15cm/yrの地殻変動

JISLaD結果に見る速度場 (cm/y)

20cm/
yr
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Traffic accident

10年後現在

15cm/y

150cmの変動!!

高精度3次元マップには地殻変動の補正が必要

150cm

高精度3次元マップデータ
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～高速道路の地殻変動速度の例～

• 近傍の電子基準点の値を使
用して高速道路上の速度を
推定した

• 電子基準点の速度はJISLaD
による解析結果

電子基準点

高速道路上の
点

10cm/yr

凡例
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高速道路の四次元ダイナミック座標管理

JISLaDによる解析

道路車線の
座標の取得

道路車線の地殻変動速度の推定

参照点の
四次元座標の取得

電子基準点の座標と
地殻変動速度の取得

GNSS測量

参照点のGNSS測量
道路車線の観測

定期的な検証作業

道路車線の座標の確定

ヘリ等による撮影

*JISLaD地盤情報システム
(Japanese Information System of Land 
Deformations) 12



定期的な検証作業

• 参照点のGNSS観測（1年に1回～4回）
• トータルステーションによる道路内の測量
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車の自動運転以外でもダイナミック座標の考えが必要
例）空港の座標値

ICAO（国際民間航空機関）の求める空港の座標値の精度

Points Of Interest f/l h

Primary Airport Control Station 
(PACS) 0.6m* 1m*
Secondary Airport Control 
Station (SACS) 0.05m 0.05m

Runway Ends 1m 1m
Airport Reference Point (ARP) 30m N/R
Touch Down Zone Elevation 
(TDZE) 1m 1m

Threshold Ends 1m 1m
Overrun (stopway) Ends 1m 1m

*絶対位置精度

空港の1次基準点については、水平60cm高さ1mの精度の絶対
座標が求められている ダイナミック座標管理が必要
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PACSに対す
る相対位置
精度



まとめ
• （株）日豊では国土地理院が取得した電子基準点データを独自
に自動解析して結果を蓄積している(JISLaD)。

• GAMIT/GLOBLソフトウエアを使用し、Berneseでもチェック。最新
のITRF座標系（ITRF2005,2008,2014）を使用。

• 結果を地殻変動監視に使用。（ホームページ、メールマガジン等）
• 内閣府戦略的イノベーションプログラムで自動運転が重要課題として
取り上げられ、その中で3次元高精度マップデータが議論されている。

• いくら精密な3次元高精度マップデータができても、日本のように地殻
変動の激しいところではすぐに使えなくなる。

• JISLaDデータを使用して、3次元高精度マップを4次元ダイナミック
マップにすることを提案中。

• 車の自動走行だけではなく、空港等の座標値にも同様の考えが必
要。
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